                日语精读五（1）
問題一　漢字に振り仮名をつけよ。（5点）

①屋敷　　②掛軸　　③長者　　④恐縮　　⑤嗜好　　⑥管轄

⑦掲載　　⑧凝縮　　⑨敢行　　⑩反芻

問題二　下線の部分を漢字に書き換えよ。（5点）

①どぞうを建てる　　②人事の原則はこうぼだ　　③基準をしたまわる

④誰ともあいそよく付き合える　　⑤ずきんを被ってみる

⑥改革をきょうようする　　⑦わだいこに合わせて踊りをする

⑧景気がていめいしている　　⑨うちょうてんになって喜ぶ

⑩ちょりつ不動の姿勢をしばらく保つ

問題三　次の言葉の意味を簡単に説明せよ。（4点）

①ボランティア　　②お稲荷様　　③京都議定書　　④デフレ

問題四　（　）に適当な助詞を入れよ。（5点）

　最後（①）、予防についてです。予防というのは、すべての国（②）、よい政権ができて、民主的な手続き（③）政治が行われ、経済が安定して、人権が尊重されるという条件（④）整えば、紛争も起こりません（⑤）、難民も出てこないのだろうと思う（⑥）です。ただ、そういうことを期待するの（⑦）、まるで世界中を天国にかえるというの（⑧）近いほどのことになりますから、これはとても期待できない。そうなる（⑨）、いま持っている手段で、どのような予防が可能なの（⑩）ということになります。

問題五　もっとも適当なものを一つ選んで（　）に入れよ。（15点）

①母親が留守の間は、子供たち（    ）に一生懸命考えて、食事を作っ

ていたようです。

　A だけ　　B ただ　　C なり　　D なら

②あの方とは一度お会いした（　　）で、その後あっていません。

　A るきり　　B たきり　　C てきり　　D きり

③寮に帰ってみたら、なぜか閉めた（　　）のドアが開いていた。

　A わけ　　B はず　　C から　　D まま

④それを聞いて、彼女の喜び（　　）は非常なものであった。

　A さま　　B ふり　　C かた　　D よう

⑤昨日買ったカーテンは少し派手すぎたかとなと思っていたが、（　　）部屋が明るくなってよかった。

　A いたって　　B かえって　　C こぞって　　D おもって

⑥ロケットの燃料タンクに重大な欠陥が見つかった。（    ）打ち上げ計画は当分の間、延期せざるを得ない。

　A そして　　B それで　　C したがって　　D すると

⑦子供が車に引かれそうになったのをみて、（　　）した。

　A ぱっと　　B はっと　　C ほっと　　D ぼうっと

⑧マレーシアに設立された日本企業は（    ）本格的な生産を始める。

　A いよいよ　　B ついに　　C やっと　　D とうとう

⑨その時代に（　　）、女性が学問を志すのは珍しいことであった。

　A ついて　　B おいて　　C かけて　　D そろって

⑩男として一旦承諾した（　　）今更そんな事が言えるものじゃない。

　A からには　　Bからして 　　C までには　　D までして

⑪太郎は宿題（　　）いつもきちんと提出するけれども、試験をしてみると何も分かっていないことが分かる。

　A しか　　B だけ　　C こそ　　D まで

⑫お忙しいとは存じますが、（    ）おいでくださいますようお願いいたします。

　A とにかく　　B どうやら　　C おそらく　　D なおさら

⑬彼女は僕のことどう思うのか。君から（　　）聞き出してくれないか。

　A なんとなく　　B それとなく　　C そっと　　D わざとなく

⑭社長引退後の人事（　　）、社内は険悪な雰囲気となった。

　A によって　　B にとって　　C に対して　　D をめぐって

⑮この仕事が（    ）精神的な苦労が多いかが、手伝ってみて始めて実感できた。

　A 一応　　B いずれも　　C いかに　　D いかにも

問題六　次の文を中国語に訳せよ。（5点）

われわれ日本人ならばだれでも、物事を選択したり行動を律するに当たっては、それが大事なものであれば余計に、自分一人の裁量だけではなく、家族や先輩と相談し、無意識のうちにも民族の伝統とでも言える知恵を借りて意思決定をするのが常である。ところが、伝統や文化が大変薄れたアメリカでは、人たちは何事も自分自身に問いかけて決めねばならない宿命を持つ。裏返せば、そこにアメリカの自由があり、勇気も独立精神も芽生えさせることになる。

問題七　次の文を日本語に訳せよ。（15点）

①尽管那样地提醒过他，他还是犯了同样的错误。

②这本教材的出版，有赖相关部门之处甚多。

③这是人命关天的大问题，可不是道个歉就能了事的。

④就算地价再降，对庶民来说，买别墅什么的也终归不过是一场梦。

⑤她就那么低着头，无论问她什么，只是一言不发。

⑥在粮食生产中，不可无视农药残留的问题。

⑦手术后的恢复非常显著，不仅能行走了，连轻微的运动也能得心应手了。

⑧教育的目的不仅在于知识的掌握，更在于人格的培养。

⑨小森老师不愧是在法国生活了十几年，对法国文化很精通。

⑩作为负责人有失充分考虑，对此我郑重道歉。

問題八　文を完成せよ。（10点）

①先週もう提案を課長に提出しましたが、いまだに＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

②平均寿命の延長は、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に負うところが多い。

③交通網の整備によって、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿になった。

④授業を休むのなら、直接先生に連絡しないまでも、＿＿＿＿＿＿＿＿。

⑤＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿かどうか、心配でならない。

⑥軽い風邪だからといって、＿＿＿＿＿＿＿＿と、＿＿＿＿＿かねない。

⑦＿＿＿＿＿＿＿＿​＿は、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に欠かせないものです。

⑧諸君が大学を卒業するに当たって、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

⑨さすが＿＿＿＿＿＿だけあって、実に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

⑩同じところで働いていながらも、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

問題九　次の文章を読んで、後の問に答えよ。（18点）

  お前たちは不思議にも他人になつかない子供たちだった。ようようお前たちを寝かしつけてから私はそっと書斎に這入って調べ物をした。体は疲れて頭は興奮していた。仕事をすまして寝付こうとする十一時前後になると、神経の過敏になったお前たちは、夢などを見ておびえながら眼をさますのだった。暁方になるとお前たちの一人は乳を求めて泣き出した。それにおこされると①私の眼はもう朝まで閉じなかった。朝飯を食うと私は赤い眼をしながら、堅い心（しん）のようなものの出来た頭を抱えて仕事をする所に出掛けた。

  北国には冬が見る見る逼ってきた。ある時病院を訪れると、お前たちの母上は寝台の上に起きかえって窓の外を眺めていたが、私の顔を見ると、②早く退院がしたいといい出した。窓の外の楓があんなになったのを見ると心細いというのだ。［　③　］入院したてには燃えるように枝を飾っていたその葉が一枚も残らず散りつくして、花壇の菊も霜に傷められて、萎れる時でもないのに萎れていた。私はこの寂しさを毎日見せておくだけでもいけないと思った。しかし母上の本当の心持はそんな所にはなくって、お前たちから一刻も離れてはいられなくなっていたのだ。

  今日はいよいよ退院するという日は、霰の降る、寒い風のびゅうびゅうと吹く悪い日だったから、④私は思い止まらせようとして、仕事をすますとすぐ病院に行ってみた。しかし病室はからっぽで、例の婆さんが、貰ったものやら、座布団やら、茶器やらを部屋の隅で［　⑤　］と始末していた。急いで家に帰ってみると、お前たちはもう母上のまわりに集まって嬉しそうに騒いでいた。私は⑥それを見ると涙がこぼれた。

  ⑦知らない間に私たちは離れられないものになってしまっていたのだ。五人の親子はどんどん押寄せて来る寒さの前に、小さく固まって身を守ろうとする雑草の株のように、互により添って暖みを分かち合おうとしていたのだ。しかし北国の寒さは私たち五人の暖みでは間に合わない程寒かった。私は一人の病人と頑是ないお前たちとを労わりながら旅雁のように南を指して遁れなければならなくなった。

【問1】「私」から見て、病気の女性はどんな間柄か。

1．母親　　　　2．妻　　　3．恋人　　　4．婆さんの娘

【問2】①「私の眼はもう朝まで閉じなかった」とは、どんなことか。

頭が興奮していたので、目を閉じて休むことができなかったこと

神経が過敏になって、子供と一緒になって朝まで過ごしたこと

泣き出した子供の声に起こされて、その後眠れなくなったこと

頭に堅い心のようなものができて、気になってしまったこと

【問3】②「早く退院したい」とあるが、母上が早く退院したがった理由は何か。

1. 家に残してきた子供たちに、早く会いたいと思っていたから

2. 北国に冬が見る見る逼ってきたので、不安になったから

3. 病室の窓から見る楓が、一枚も残らず散ってしまったから

4. 花壇の菊が霜のために萎れてしまい、寂しく感じたから

【問4】［　③　］に入る最も適当な言葉はどれか。

1．そもそも　　　2．さすがに　　　3．なるほど　　　4．やっぱり

【問5】　④「私は思い止まらせようとして」とあるが、何を思い止まらせようと思ったか。

1. 子供たちの母上が、今日退院すること

2. 病気の女性が、歩いて家まで来ること

3. 子供たちが病人に会いに出かけること

4. 婆さんが病室をすっかり片づけること

【問6】　［　⑤　］に入る最も適当な言葉はどれか。

1．ごそごそ　　　2．ひそひそ　　　3．ぼそぼそ　　　4．めそめそ

【問7】　⑥「それ」とは何を指しているか。

1．「私」が病室に行ってみると、病室がからっぽだった状態

2．婆さんが茶器などの品を始末していた光景

3．母上が悪天候の中、病院から必死で家に帰ってきた行動

4．子供たちが母上のまわりに集まって、嬉しそうに騒いでいる様子

【問8】　⑦「知らない間に私たちは離れられないものになってしまっていた」とは、どんな意味か。

1. 入院をきっかけに、お互いを思い合ううちに家族の結びつきが強くなったということ

2. 入院中、子供たちはずっと母上のことを思っていたので、もう別れられないこと

3. 私は母の入院中、ずっと家族を支えてきたので思いやりが深まったということ

4. 女性と離れて過ごしていたので、私は前よりも彼女を愛するようになったこと

【問9】　この後、「私」たちはどうすると思われるか。

1．「私」だけが南に行かなければならなくなる

2．みんな一緒にもっと暖かい土地へ引っ越す

3．病気の母上だけを南方の病院へ転地させる

4．子供たちだけを安全なところへ行かせる

問題十　次の文章を読んで、後の問に答えよ。（18点）

  いまやほとんどの子どもたちは、第一線のビジネスマンのように、①いそがしさに追いまくられる生活をしている。パソコンと携帯電話は小学生でも必需品になっているのだ。遊びに行くときも、スケジュールを確認し、アポイントメントをとってからでないと困難だし、一日のうちで［　②　］できる時間は、三十分とか一時間なのだそうだ。

  原因は学校ではなく、学習塾と習いごとにある。塾での受験勉強とサッカーや水泳などのスボーツクラブ、音楽や美術といった習いごと。その三種類をこなせば、平日の自由時間のほとんどを奪われてしまうのは当然である。

先日、ぼくはある大手出版社の取締役と話をした。その会社では入社試験の際、出身大学を記入する欄は用紙のなかにないという。無理やり自分の大学名を書いたりすると、逆に反感をもたれて、選考からはずされたりするそうだ。これはその会社だけでなく、一流企業といわれている多くの会社が、③すでに採用している方法である。大学名をまったく調べず、選考のポイントにしないとまではいかなくても、すでに大学時代の成績などは評価外としている企業もずいぶんある。

  すると、④大学のブランド神話はとうに崩壊しているのではないか。あの神話が価値をもっていたのは、その大学をでれば一流企業への入社に有利で、いったんはいってしまえば、終身雇用で安定した生涯が保証されていたからなのだ。現在では、入社試験では大学の名に力はなく、終身雇用制はほとんど崩壊している。新卒社員の三分の一が、三年以内に最初にはいった会社を辞めてしまう時代なのだ。

  これほど受験技術を高めているのに、日本の大学教育のレベルが昔にくらべて目覚しく向上したともまったくきかない。逆に一部の大学では、高校や中学で学んだ［　⑤　］の基礎教育をやり直してさえいるという。大学教育に耐える能力がないからだ。文化的な素養の欠如も驚くべきもので、ある統計では大学生の半分は、このひと月に一冊も本を読んでいないらしい。はっきりいって、ーカ月読んでいない者は一年読んでいないのだ。本を読む力もないし、その習 慣もないのである。

  ぼくは学習塾や進学校が洗練させてきた日本の受験技術は、年金と同じだと思う。子ども時代にあれほどの犠牲を払って、かけ金を積みあげても、将来ほとんど返ってくる見こみがない。払えば払うほど、損をすると、みなわかっているのだ。⑥それでもこの不景気の時代、親たちはなけなしの貯蓄を取り崩して、子どもたちを塾やクラブに送りだすのである。小学生のうちから疲れたといって、栄養ドリンクなどをのむ子どもがいるのは、世界でも日本だけではないだろうか。⑦病気である。

  そろそろあんな程度の低い受験技術競争はやめませんか。子どもたちのためにも、教育に役立つわけでも、将来の実益につながるわけでもない。いまや親の自己満足以外に、大学のブランドになど価値はないのだ。女性たちが競って同じ海外ブランドのバッグを買いこんでいるけれど、親たちの多くは自分の子どもを、あのバッグと同じに扱っているのだ。親の虚栄と自己満足で犠牲にするには、子ども時代というのは、あまりに貴重なものである。

【問1】　①「いそがしさに追いまくられる生活をしている」とあるが、、なぜ子どもたちは忙しいのか。

1．パソコンと携帯電話を使う練習をするから。

2．遊ぶときはアポイントメントを取る必要があるから。

3．学習塾に行ったり、習いごとをしたりしているから。

4．平日は毎日サッカーや水泳をしているから。

【問2】　［　②　］に入るのに最も適当なのはどれか。

1．しっと　　2．そっと　　3．はっと　　4．ほっと

【問3】　③「すでに採用している方法である」とあるが、どんな方法か。1．入1. 社試験の際に出身大学名を選考のポイントにする。

2. 入社試験の際に専攻学部を選考のポイントにしない。

3. 入社試験の際に出身大学名を選考のポイントにしない。

4. 入社試験の際に大学時代の成績を選考のポイントにする。

【問4】　④「大学のブランド神話はとうに崩壊しているのではないか」と筆者が言っているのはなぜか。

1．有名な大学卒業すると、安定した生涯が保証されるということが現実のことになったから。

2．社会が大学卒業者を必要としなくなっているので、就職することが難しくなったから。

3．有名な大学を卒業するとみな一流企業に就職するが、その三分の一が三年以内に辞めてしまうようになったから。

4．有名大学を卒業すると一流企業への入社に有利で、生涯安定した生活が送れるという保証がなくなったから。

【問5】　［　⑤　］に入るのに最も適当なのはどれか。

1．はず　　2．まま　　3．もの　　4．わけ

【問6】　⑥「それでもこの不景気の時代、親たちはなけなしの貯蓄を取り崩して、子どもたちを塾やクラブに送りだすのである」とあるが、筆者は、親たちがそうするのはなぜだと考えているか。

1．親の虚栄心と自己満足のため

2．子どもに文化的素養を身につけさせるため

3．子どもに貴重な体験をさせるため

4．程度の低い受験技術競争をやめるため

【問7】　⑦「病気である」とあるが、何が病気なのか。

1．日本の大学教育

2．日本の年金制度

子どもが勉強する社会

子どもが受験技術教育を受ける社会

【問8】　現代の大学生の状況を筆者はどのように捉えているか。

1．大学教育に耐える能力や文化的素養が欠如している学生は少ない。

2．大学教育に耐える能力や文化的素養が欠如している学生が多い。

3．基礎学力はついているが、読書習慣のない学生が多い。

4．大学教育に耐える能力はあるが、文化的素養が欠如している学生が多い。

【問9】　受験教育は年金と同じだと述べているが、筆者はなぜそう思っているのか。

1．受験技術教育にお金を使うのは、将来確実に返ってくる年金のかけ金を払っているのと同じだから。

2．受験技術教育にお金を支払うのは、将来返ってくる見こみがない年金のかけ金を払っているのと同じだから。

3．学習塾や進学校などの日本の受験技術教育は、日本の年金制度と同じように洗練されたものとなったから。

4．なけなしの貯蓄を取り崩して塾にお金を使うのは、生活を犠牲にして年金の懸け金を払っているのと同じだから。
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